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学　位　論　文　題　名

ウイルス感染における新規自然免疫核酸センサーシグナル機構の解明と感染制御への応用

　ウイルス感染症は，近年のインフルエンザのパンデミックを始め，新興ウイルス感染症の流行など，
その社会的な影響力は甚大であり，ウイルス感染の制御は重要な課題である。しかしながら，現在ま
で根本的な抗ウイルス治療薬が報告されている感染症はほとんどない。このような背景の中，本学位
論文に関する研究では，自然免疫応答に関与する分子を標的とした抗ウイルス生体防御機構の活性化
によるウイルス感染の制御を目指し，ウイルス感染時の宿主における自然免疫活性化の新規機構を明
らかとし，これまで治療法や予防法のなかったウイルスに対して，新たな治療戦略を提案した。さら
に，細胞質内タンパク質の細胞外への表出という，これまでにない分子の発現パターンを示した。
　これを要するに，著者は，ウイルス感染を認識する機構についての新知見を得たものであり，ウイ
ルス感染に対しての自然免疫機構，治療応用に貢献するところ大なるものがある。
　よって著者は，北海道大学博士（理学）の学位を授与される資格あるものと認める。


